バングラデシュ開発フォーラム(BDF)に向けて日本は何を発信すべきか
2004年３月31日
在バングラデシュ日本大使館・紀谷昌彦

１．はじめに：行事対応にとどまらない骨太の方針こそ重要
（１）バングラデシュの開発のため、様々な行事やプロセスが並行して進行

－バングラデシュ開発フォーラム(BDF)（5/8-10）
－貧困削減戦略文書(PRSP)策定プロセス（本年中）
－分野毎のパートナーシップ・プロセス
－世銀、ADBの国別援助戦略の改訂（PRSPとリンク）
－日本の国別援助計画の改訂（現在の計画は2000年３月策定）
－バイの個別案件の立案・実施
（２）日本として、根本に立ち返り、上記の全てにおいて、首尾一貫した議論と行動を展開することが必要
２．日本は何を目指すのか：骨太の方針として国別援助計画の青写真を描く
（１）理念・目的
－最大の最貧国の一つであり、その開発実現を通じて人道と国際秩序安定に貢献。

－同時に、我が国自身の平和と繁栄に直接繋がるもの（東アジア経済圏の拡大等）

－また、典型的・代表的な低開発国として、新たな援助アプローチを実践・発信。

（２）課題

－政治・行政面の弱さ（法と秩序、腐敗、対立的政治）（最大のネック）
－成長の実現（電力、道路・橋梁、ICT、民間セクター開発、農村開発）
－社会開発の実現（教育、保健、砒素、環境、災害）
（３）援助アプローチ
－２つの目標（１）成長戦略とその実施

　　　　　　（２）社会開発戦略とその実施

－２つの方向（１）政府の能力強化（トップダウン）

　　　　　　（２）コミュニティの能力強化（ボトムアップ）（人間の安全保障）
－その他留意点：南南協力・地域協力、援助協調（連携と分業）等

（新たな視点：分野の列挙に加え、成果重視と持続可能性の両立を図るために、自立支援のための方向性を明示し具体化）
３．日本の強みを如何に引き出すか：持てるリソースを最大限に活用
（１）分野・課題毎の情報収集と人脈形成
－開発ニーズの客観的把握は極めて重要な基礎作業

－主要なドナーや政府関係者との良好な関係を構築し、質の高い情報を入手
（２）分野・課題毎の世界・日本の最新動向のフォロー
－得られる情報・人脈の質を左右する

－個別プロジェクトの「事務処理」に拘らないことが大事

－本省・本部において相当程度のバックアップが可能
（３）新分野の開拓と既存分野からの撤収の方策
－「選択と集中」は重要だが、どこまで絞り込むことが合理的か

－既存投資を活用するしぶとさは大事

－他方で、中長期的には既存投資に拘らない大胆さも大事

　→これこそ一番の戦略的決断
（分野・課題毎に、自立した個々人が最大限に能力を発揮することが、一番重要。）

４．日本は何を主張するのか：分野・課題別のただき台
（１）全般
－資金援助のみならずそれを生かすマネジメント等の知識移転が持続的開発の鍵。
－現場からのニーズの汲み上げの重要性を強調。
－過去の案件をきちんと整理して、成功例とその要因を明確に説明。

（２）PRSP・MDG

－政策のみならず実施まで配慮して、初めて有意義なものに。日本も積極関与。
（３）グッド・ガバナンス

－法と秩序は政治・経済・開発全ての根底。また、腐敗防止はまず政治的意思が大事。
（４）政府とNGOの関係

－政府はNGOを敵視せず、むしろノウハウを積極的に活用すべき。
（５）人間開発（教育・保健等）

－丁寧なフォローアップが短期的には重要。日本は能力開発で独自性。
（６）貿易・投資環境

－対バングラデシュ投資こそ最大の成長の源泉であり、最優先で取り組むべし。
（７）インフラ

－案件・規模は未定だが、継続的に関与する旨宣明。
（８）援助協調（援助ガバナンス）

－先方政府内も含め、まずは簡素化に努力。個別案件の成功例を宣伝。
（以上）
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